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Takuma HANATANI (@potato4d)

• Status 

• Senior Front-End Enginner at LINE Corp. 

• CEO at ElevenBack LLC. 

• Core skills 

• Front-End and Cloud Native Engineering 

• User Interface and Interaction Design 

• OpenSource Ecosystem 

• React.js / Vue.js ja document maintainer 

• Ex-Nuxt.js ja document maintainer 

• Nuxt.js beginners guide (C&R Institute) author



東京・福岡で展開中の LINE メンバーが主導のイベント・Podcast コミュニティ「UIT」

https://candy.ac/campaign/beta

https://uit-inside.linecorp.com/

https://uit.connpass.com/

https://uit-inside.linecorp.com/
https://uit.connpass.com/


UIT INSIDE では「Reactの設計」や「現場での非同期処理」など LINE メンバーの生の声が沢山！



カレンダーや自動化によって会計管理から解放されるクラウド「Candy」ベータ提供中

https://candy.ac/campaign/beta



今日の想定聴講者

• 現状 SPA 開発を行っている人 

• その中でも、特に技術選定、プロダクトの今後に付き合う機会がある人



SPA を作ってご飯食べていますか？
Q.



なんで SPA で開発していますか？
Q.



今日考えたい３つのポイント

• SPA についての現状の把握 

• なぜ私たちは開発する際に SPA を選定しているのか、してしまうのか 

• SPA とオーバーエンジニアリング、使い所についての考察



「そもそもなんで作ってんだっけ？」



SPA 選定を構成する要素について
• 「そもそもなんでSPAで作ってるんだっけ？」 

• 「それが普通だから」「デファクトだから」 

• 「jQuery とか Backbone が辛かっただけでしょ」 

• 「アニメーションの実現のために必須じゃない？」 

• 「そもそも 2019 年に SPA 以外作りたくない」 

• 全て理由の一端ではあるが、実はもっと簡単に分割できる



SPA が選ばれる本質的な理由

for User Experience 

サービスの理想的な体験を Web で実現するため

for Developer Experience 

開発効率を向上、結果的にプロダクトの提供速度を早めるため

https://www.flaticon.com/authors/freepik 

https://www.flaticon.com/authors/becris

https://www.flaticon.com/authors/freepik


SPA 技術の選定を構成する2つの要件

• UX 要件による SPA 選定 
• サービスの理想的な体験を Web で実現するために選ぶ必要のある場合に
行われる選定 

• DX 要件による SPA 選定 

• 開発の体験を改善し、開発効率を向上、結果的にプロダクトの提供速度を
早めるための選定



SPA 技術の選定を構成する2つの要件

• UX 要件による SPA 選定の特徴 
• UI に関する部分を強化することで総合的なユーザー体験を強化する 

• 事業要件と密接に関わるため、必要な要件に合わせて SPA が選定される 

• Web かつネイティブにあるような機能を PWA として提供したい 

• ユーザーの行動による画面遷移をリッチかつシームレスにしたい 

• 外部 API と連携して動的で SEO フレンドリーなサイトを作りたい



SPA 技術の選定を構成する2つの要件

• DX 要件による SPA 選定の特徴 
• 開発者の生産性を高めることによって副次的な作用を得るための選定 

• 最近話題。退職ケア、市場での競争力などメタを大きく含むことに注意 

• 必然性に乏しいことが多く、以下のような目的で SPA になることが多い 

• 静的 Web サイトの更新を手動で行いたくない 

• JSX や Vue テンプレート、CSS Modules や Scoped CSS が欲しい



SPA 技術の選定を構成する2つの要件

• UX 要件による SPA 選定 
• サービスの理想的な体験を Web で実現するために選ぶ必要のある場合に
行われる選定 

• DX 要件による SPA 選定 

• 開発の体験を改善し、開発効率を向上、結果的にプロダクトの提供速度を
早めるための選定



SPA 技術の選定を構成する2つの要件

• UX 要件による SPA 選定 
• サービスの理想的な体験を Web で実現するために選ぶ必要のある場合に
行われる選定 

• DX 要件による SPA 選定 

• 開発の体験を改善し、開発効率を向上、結果的にプロダクトの提供速度を
早めるための選定

チームがどちらの意味で SPA の技術を採用しているかを把握しなければならない



UX要件の色が強い事例



国際的な有名な事例でいえば、Instagram も新興国向けの高速かつ軽量な体験のために PWA / SPA を開発した

https://www.youtube.com/watch?v=UTZVXlcUK1w

https://www.youtube.com/watch?v=UTZVXlcUK1w


VALLIS LLC が運営している新規サービス「Tree」SPAならではのシームレスな記述体験や画面遷移が行われている

https://tree.md



SCOUTER(現: ROXX)株式会社の旧 Web サイト。ブランディング要件、SEO、オウンドメディア提供のため採用。

https://techblog.roxx.co.jp/entry/2018/03/19/115229

https://techblog.roxx.co.jp/entry/2018/03/19/115229


弊社サービス Candy も PWA としての体験の提供や、Bottom Barなどの Native Like な UI のために採用。

https://candy.ac/campaign/beta/

https://candy.ac/campaign/beta/


DX要件の色が強い事例



コーポレートサイトを Nuxt.js の静的サイトで開発した事例。NEWSやバリデーションの更新容易性のために採用。

https://corp.payme.tokyo/

https://corp.payme.tokyo/


とある医療系 SPA の開発では「APIファーストで開発されていた」ため Vue.js の SPA を採用。

https://corp.payme.tokyo/

https://corp.payme.tokyo/


SPA 技術をどこまで使うかの技術選定



そもそも SPA が必要か？必要でも全部必要か？

• そもそも SPA の技術が必要か？ 
• これまでの文脈を考えると SPA の技術が必要であることは間違いない 

• SPA の技術に付随する技術が全て必要なのか？ 
• 例えば React / Vue.js に常に Redux / Vuex は必要か？ 

• 認証だけならリアクティブな object、モーダルフラグ制御は portal でも 

• なんでもできる開発環境は必要か？フルスタックである必要はあるか？ 

• SPA にするにしても、常に全ての技術を総動員する必要はない 
• だからといって不足もまずい。アンダーもオーバーも等しく毒になる



目的に対して過度な技術選定を行うと、複雑度が増すだけの「FizzBuzz Enterprise Edition」になってしまう

https://github.com/EnterpriseQualityCoding/FizzBuzzEnterpriseEdition

https://github.com/EnterpriseQualityCoding/FizzBuzzEnterpriseEdition


「SPA」と「状態管理」で考えてみる



その SPA 本当はいらないかも？チャート

Q1. 

UX 要件で SPA であるこ
とが必須？

YES

少なくとも SPA にはする

Q2. 

Ajax がしたいだけなどで
はなくリアクティブを伴う

YES

Q3. 

SPA 技術の DX が欲しい
粒度の変更がある

YES

本当はいらないかも？

NO



その SPA 本当はいらないかも？チャート

Q1. 

UX 要件で SPA であるこ
とが必須？

YES

少なくとも SPA にはする

Q2. 

Ajax がしたいだけなどで
はなくリアクティブを伴う

YES

Q3. 

SPA 技術の DX が欲しい
粒度の変更がある

YES

本当はいらないかも？

NO

SPAの土壌があるのに 
SPAをやらない意義はない



その SPA 本当はいらないかも？チャート

Q1. 

UX 要件で SPA であるこ
とが必須？

YES

少なくとも SPA にはする

Q2. 

Ajax がしたいだけなどで
はなくリアクティブを伴う

YES

Q3. 

SPA 技術の DX が欲しい
粒度の変更がある

YES

本当はいらないかも？

NO

実は Vanilla なりで解決 
できるならしないで良い？

SPAの土壌があるのに 
SPAをやらない意義はない



その State 管理本当はいらないかも？チャート

YES

オーバーエンジニアリングかも

Q2. 

認証情報以外の状態はフォー
ムやリストで完結する

YES

Q3. 

サーバーのデータが真であ
りクライアントは中間状態

YES

高確率で必要かも

Q1. 

実はほしいのは Scoped 
CSS やモジュール分割

NO



その State 管理本当はいらないかも？チャート

YES

オーバーエンジニアリングかも

Q2. 

認証情報以外の状態はフォー
ムやリストで完結する

YES

Q3. 

サーバーのデータが真であ
りクライアントは中間状態

YES

高確率で必要かも

Q1. 

実はほしいのは Scoped 
CSS やモジュール分割

NO

フォーム一つにReduxを 
使って不幸になる例
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CSS やモジュール分割

NO

フォーム一つにReduxを 
使って不幸になる例

「アプリケーション」なのに 
Stateがバラバラで苦しむ例



その State 管理本当はいらないかも？チャート

YES

オーバーエンジニアリングかも

Q2. 

認証情報以外の状態はフォー
ムやリストで完結する

YES

Q3. 

サーバーのデータが真であ
りクライアントは中間状態

YES

高確率で必要かも

Q1. 

実はほしいのは Scoped 
CSS やモジュール分割

NO

フォーム一つにReduxを 
使って不幸になる例

「アプリケーション」なのに 
Stateがバラバラで苦しむ例

余談： 
State 管理自体、 Store が全てを内包した結果 
ドメイン・ユースケース・Viewなどが混在しやすく、 
将来的にはアンダーにもなりうる中規模向けの施策



常にバランスを考える



オーバーになりすぎないつまみ食い



NPM のエコシステムを使いたいだけ



設定不要で使えるバンドルツール Parcel

https://parceljs.org/

https://parceljs.org/


Rails の作者 DHH が開発したモダン JS と MPA を併用するフレームワーク「STIMULUS」

https://stimulusjs.org/

https://stimulusjs.org/


JSX や Vue テンプレートで書きたいだけの場合



静的サイトの Developer Experience に使われる React 製の静的サイトジェネレーター Gatsby に

https://www.gatsbyjs.org/

https://www.gatsbyjs.org/


その Vue.js 版とも言える静的サイトジェネレーター Gridsome も存在。

https://www.gatsbyjs.org/

https://www.gatsbyjs.org/


適切な技術選定の阻害要因と対処について



間違った技術選定の原因
• 間違った技術選定とは 

• 要件に対して過度なエンジニアリングが行われていること 

• 要件に対して将来性の無いエンジニアリングが行われていること 

• 速度と品質ではなく、「要件と想定する最大のアーキテクチャ規模」が重要 

• どこから間違いが起こるのか 
• 意思疎通のパケットロスやそもそもの認識の誤り 

• 過ちは必ず現場から発生することを認識しておく



‒『ラストイニング』 鳩ヶ谷

“信頼はしてるさ。けど、信用はしてない。確実なプレーを心がけても失敗はある。だ
からこそベンチがデータを掌握し、勝てる采配を振るわなきゃならねぇんだ。”



悪意のある間違った技術選定

• 技術選定を行う際、気をつけなければいけないことに「悪意」がある 
• 本来は悪意は存在しないことが望ましい 

• 一方で、その思い込みによって生まれる悪意がある



悪意のある間違った技術選定

• 属人化した「後から手を入れる」および初期からの「最高の設計」に注意 

• 重厚な負債によって既得権益を狙っていないか 

• ただ一人の思想に依存したアーキテクチャになっていないか 

• プロダクトのためではなく、エゴを優先する「詐欺師」ではないか 

• 「後から返済するんでマージしてください」は本当か 

• 「このアーキテクチャでないと死ぬ」は本当か



速度優先で、あとで治すのでマージしてください！



「本当に返済に責任を持てる？」



「焦げ付かない？」



俺のReduxが最強のクリーンアーキテクチャで 
ビックデータがIoTでDDD



「なにかの受け売りになっていない？」



「技術的妥当性がある？」



悪意のある間違った技術選定

• 故意か過失かを問わず、人は必ず間違いを犯す 
• 人の歴史が、プログラミングの歴史が語ってきた事実 

• 判断できないときはセカンドオピニオンに頼るという手段も 

• 事業ではなく技術専門の技術顧問はそういうときのためにある 

• 技術選定に関わるときは、信頼をしつつも言葉の意味を考えることが重要



結局どうするのがいいの？



結局どうするのがいいの？
1. 現状の結論としては「SPAは使えるなら使え」で間違いない……はず 

• 一方でこれからはわからないので、現状での最適解と心得ておく 
2. SPAの技術は根幹的なものは使っても良いが、補助的なものは適度に 

• 少なくとも Flux アーキテクチャは必須ではない 
3. 将来の負債返済を言い訳に将来性を欠くものはもちろん、その逆も注意する 

• アンダーが目の敵にされがちだが、オーバーも十分な危険信号 

• 我々にできるのは、要件と規模を常に考え続けること



まとめ



まとめ
• SPAの選定は、現状の開発におけるもっと汎用的で有力な方法論である 
• デファクトになっているものにはそれだけの理由が存在する 

• 一方で、現状がそうであるだけと認識しなくてはならない 

• SPAは「なんとなく」で選定されがちだが、利用価値は2つの軸がある 
• 事業要件、ソフトウェア要件を満たすための UX 要件 

• 開発者の生産性向上による間接的な事業の成長のための DX 要件



まとめ
• いつがUX要件であり、いつがDX要件であるか(例) 
• パフォーマンスやインタラクション設計、PWA対応 などは UX 要件 

• 技術的妥当性やメンテナビリティなどは DX 要件 

• SPA 技術をフル活用すべきか、そうでないのか 
• UX 要件の場合は事業に関わるため、事業的に必要かで判断 

• DX 要件は不足すると将来性を損ない、過度であるとエゴになるため慎重
な判断を必要とする。良い塩梅の技術でお茶を濁すことも大切。



まとめ
• 技術選定を行う立場の人間はどうするべきか 
• 要件に対するアンダー / オーバーエンジニアリングは何か 

• 何が必要化を明確に言語化し、常に意識する必要がある 

• 成果物の将来を潰さないために 
• それらしい言葉でエゴを満たすエンジニア、不出来を誤魔化すエンジニア 

• バランス感覚を破壊する詐欺師に常に目を光らせ、選定者が責任を持つ



‒Ben Parker

“With great power comes great responsibility.”


